
「コンフォート新宿」
にて開催された
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第5回

Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
８
年
８
月
に
て
協
会
設

立
５
周
年
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

認
定
教
育
機
関
で
の
修
了
生
も
１
０
０
０
名
を

超
え
、
試
験
合
格
者
も
５
０
０
名
を
超
え
ま
し

た
。
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
初
期
の
組
織
整
備
、

試
験
の
定
時
実
施
に
加
え
て
、
協
会
登
録
者
の

皆
様
へ
の
研
修
体
制
の
充
実
に
、
今
後
の
５
年

間
は
重
点
的
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
具
体
的

に
は
、
登
録
後
の
研
修
を
行
う
機
関
と
し
て
、

「
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
11
月
に
発
足
さ
せ
、

よ
り
体
系
的
か
つ
専
門
的
な
研
修
教
育
体
制
を

構
築
す
る
所
存
で
す
。

Ｅ
Ａ
Ｐ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
活
動
す
る
事
を
想
定

す
る
３
つ
の
場
所
、
す
な
わ
ち
①
地
域
・
家
庭
、

②
教
育
・
学
校
、
③
企
業
・
職
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
で
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
専
門
知
識
の
強

化
を
、
基
本
ス
キ
ル
の
充
実
と
同
時
並
行
的
に
進

め
る
方
針
で
す
。

ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
は
新
規
登
録
者
に
「
初

期
研
修
制
度
」
の
受
講
義
務
化
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
ま
た
皆
様
、
既
存
会
員
の
方
に
も
同
じ
内
容

の
も
の
を
、
来
年
の
制
度
開
始
に
先
行
し
て
、
こ

の
11
月
か
ら
提
供
を
開
始
い
た
し
ま
す
（
受
講
は

任
意
で
す
）。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
あ
く
ま
で
既
存

の
e
M
C
資
格
の
更
新
ポ
イ
ン
ト
の
枠
組
み
の
中

で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
こ
の
初
期
研
修
制
度
も
左
記
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア

カ
デ
ミ
ー
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
を
機
会
に
実
践
力
を
も
っ
た
人
材

育
成
に
協
会
と
し
て
も
継
続
的
に
取
り
組
む
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
何
と
ぞ
協
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2013年の創設より5年を迎えたEMCAは、
去る6月10日（日）第5回通常総会を開催しました。
今回の会場はリカレント新宿からすぐのコンフォート新宿。
便利さも相まってか、参加会員数は実に150名を超え、
総会、研修会、懇親会と、熱気と笑顔にあふれた一日となりました。

中期事業計画の進捗状況
EMCAの協会の行動計画は、中期事業計画に沿って実施されています。
現在は2016年度から開始された「第２期中期事業計画」の３年目です。またこれに加えて、第３回総会にて、
追加３項目が発表されました。以下の一覧での※印は、各目標の現在の進捗状況を示しています。

	１	 第２期中期事業計画　2016 年～ 2020 年度

	2	 第２期中期事業計画追加３項目

○基本計画５項目（第２回総会にて公表）

（第３回総会にて追加発表）

①会員研修体制の整備
	 ■ eMC登録後「初期研修制度」を導入 → ※ 19 年 4月導入で決定
	 ■既存会員対象の研修制度の整備拡充、現行の各種研修を体系化
	 	 → 「EMCAアカデミー」発足（※ 18年 11月発足で決定）

②eMC 養成課程の教育の質の確保 → ※継続案件（適宜改定実施中）
③協会組織の拡充　
	 ■協会専従職員の配置 → ※継続案件（事務長職他 スタッフ募集中）
	 ■会員代表からなる「評議員会」を発足し、協会運営に参加する。
	 	 → ※ 19年度開始で調整中。
	 	 	 	 評議員を選任予定（評議員候補者を公募後、会員の投票により決定する）。

⑥ EMCA 内に EAP サービス部設置 → ※ 15年 8月設置済
⑦ EMCA 協会機関誌の発刊 → 17 年度より年３回刊行開始

④試験拠点の全国設置
	 ■全国主要都市でのｅＭＣ試験の実施 
	 	 → ※ 17年２月に名古屋で第７回の eMC試験を実施。
	 ■ EMCA運営の心理相談室の設置　　
	 	 → ※ RMC新宿に続き、RMC名古屋を 18年秋開設予定。

⑤年間受験者 1000 名体制の構築 
	 	 → ※	継続案件

⑧ EMCA キャリア部会の設置 → 18 年 8月設置決定

第５回総会から（理事長発言要旨）

今年の８月で、EMCAは2013年８月の設立から丸５周年の区切りを迎える。今年の重点計画目標は、
「EMCAキャリア部会の設置」（協会会員資格に「キャリア会員」枠を新設）と中期事業計画内の前項①の
会員研修体制の整備における「初期研修制度」の開始である。また、その研修を実施する基盤となる「EMCA
アカデミー」の11月の発足が重点事業となる。

	3	 ⑧「EMCAキャリア部会」の設置

	4	 ①「初期研修制度」の導入

	5	 ①「EMCA アカデミー」の設置

（2019年４月計画）

（2018年8月設置）

（2018年 11月計画）

■ EMCA協会内に「キャリア会員」枠を新設。国家資格キャ
リアコンサルタントや国家検定キャリアコンサルティング
技能検定（技能士２級・１級）の合格者を中心に登録をす
すめる。

■総会の質疑でも出たが、正会員「＝ eMC会員」との区別
を明確にする意味で、「キャリア会員」の会員種別の新設と
「EMCAキャリア部会」の組織を協会内に設置する。

■ 2019 年４月の登録対象者より、協会登録後 90時間の初
期研修の受講が義務化される。

■協会登録者は、研修生としてスタートし、（1）初期研修受
講（90 時間／ 18 単位）及び（2）eMC指定専門資格要
件＊の取得をもって、eMC（EAPメンタルヘルスカウンセ
ラー）の認定を受けることになる。

　＊現在の EMCA指定専門資格要件と同一です。

■上記の初期研修制度の実施や、既存会員への各種研修を提
供する機関として「EMCAアカデミー」を設置する。

■メンタルとキャリアの相互に重複する分野にかかる各種セ
ミナー・教育サービス等を提供することで、より多角的・
複合的な対人支援業務、あるいはカウンセリング・コンサ
ルティング業務提供が可能となることをめざす。

■「キャリア・教育分野へのメンタルヘルスの導入促進は、
企業・産業分野や家庭・地域分野と並び、今後の大きなテー
マになると協会では認識している＊」

　＊第３回総会配布文書からの引用

■なお 18年秋登録者（2018年 12月末日入会締切）までは、
従来通り協会入会と同時に eMCとしての登録ができる。

　＊修了後 eMC正規登録者は、協会HPに氏名・略歴を公開予定。

■「EMCAアカデミー」は、あくまでも従来の協会登録後の
更新ポイント制度（5年更新）の枠内で実施される。従来
提供されてきた協会実施の各種研修もすべて吸収して、今
後は EMCAアカデミーの枠内で、体系的に提供される。
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２つのコンテストの受賞者（左から宇田川さん、北見さん、白石さん、菊池さん、米澤さん、藤田さ
ん）とEMCAの松田理事長。会場からの大きな拍手に包まれて笑顔で記念撮影。

EAPメンタルヘルスカウンセラー活動コンテス
トで最優秀実践賞に輝いた藤田さんのプレゼ
ンテーションは、大いに共感を集めました。

EAPメンタルヘルスカウンセラー 
活動コンテスト2018

第1回EMCAオフィシャル 
研修プログラム

会員の皆様のスキルやモチベーションアップを狙
いとし、積極的に支援を展開いただくために開催
された２つのコンテスト。総会で表彰式が行われ
ました。EMCAは会員の皆様の活動やアイデア
を応援しています。来年はぜひチャレンジを!

「
E
A
P
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
動
コ

ン
テ
ス
ト
2
0
1
8
」
は
、
E
M
C
A
会
員
の
皆
さ

ん
の
活
動
の
様
子
や
、e
M
C 

資
格
を
ど
の
よ
う
に
仕

事
や
生
活
に
活
か
し
て
い
る
か
を
発
表
い
た
だ
く
も

の
で
、
昨
年
に
続
く
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
E
A
P

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
象
徴
的
な
、

意
義
深
い
活
動
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い
る
実
績
に

対
し
て
、
4
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
た
ち
の
活
動
は
、
ま
さ
に
E
A
P

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
中
心
と
な
る
活
動
領
域
「
企
業
・

教
育
・
地
域
・
医
療
」
を
網
羅
し
て
い
ま
し
た
。

e
M
C
資
格
が
ま
さ
し
く
E
A
P
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
4
月
に
公
募
し
た「
2
0
1
8
年

E
M
C
A
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
入

賞
コ
ン
テ
ン
ツ
と
起
案
者
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
公
募
は
、
E
M
C
A
会
員
の
皆
さ
ん
の
地
域
や
職

場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
積
極

的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
、
と
い
う
願
い
と
目

的
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
か
ら
E
M
C
A
協
会
が
優
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
認
定
を
与
え
、「
E
M
C
A
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
活
動

支
援
の
材
料
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
コ
ン
テ
ン

ツ
（
教
材
）
を
提
供
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
初

め
て
の
開
催
な
が
ら
も
熱
の
こ
も
っ
た
力
作
が
集
ま

り
、
3
本
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
、
E
M
C
A
理
事
長
よ
り
ク
リ
ス

タ
ル
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
、
副
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
、

続
い
て
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
実
践
賞
に
輝
い

た
藤
田
さ
ん
に
よ
る
15
分
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
小
さ
な
会
社
の
E
A
P
」
と
題
し
た
活
動
発
表
に

は
、
外
部
E
A
P
と
し
て
中
小
企
業
に
い
か
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
仕
事
に
し
て
い
く
か
、
E
A
P
な

ら
で
は
の
視
点
や
工
夫
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、

「
E
A
P
の
本
質
的
な
活
動
に
近
づ
い
て
い
る
、
と
て

も
よ
い
モ
デ
ル
」「
名
も
な
い
個
人
事
業
主
で
も
、
こ

ん
な
ふ
う
に
E
A
P
を
武
器
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る

ん
だ
と
、
と
て
も
励
み
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。
　

●最優秀実践賞
藤田 大樹さん　　

【現在のお仕事】　
EAPコンサルタント
コーチング研修など提供する
個人事業主

●優秀実践賞
米澤 麻里子さん

【現在のお仕事】　
神奈川大学就職課アドバイザー
ドッグセラピスト

●優秀実践賞
菊池 新さん

【現在のお仕事】　
メンタルクリニック・リワーク
デイケアスタッフ

●特別賞
神崎 乃理子さん

【現在のお仕事】　
就労移行支援施設・支援員

北見利子さん
＜研修テーマ＞
新人介護職の離職予防 
～メンタルヘルスの視点から～
白石節男さん
＜研修テーマ＞
職場でのメンタルヘルス対策と
メンタルヘルスカウンセラーの活用
宇田川由紀さん
＜研修テーマ＞
コミュニケーションがすべての鍵！

EAPメンタルヘルスカウンセラー
活動コンテスト2018

第1回EMCAオフィシャル
研修プログラム

企業

地域

医療

学校

野間先生の工夫されたファシリテーション
で、70人を超える受講生たちは活発な意見
交換を行い、たいへんな盛り上がりでした。

「
倫
理
」と
い
う
看
板
を
常
時
、

背
負
う
か
ら
こ
そ
専
門
職

生
の
ケ
ー
ス
か
ら
学
ぶ
価
値

S
V
学
習
の
奥
深
さ
を
実
感

研
修
A

初
期
倫
理
研
修

研
修
B

E
A
P
ケ
ー
ス
の
グ
ル
ー
プ
S
V

「
特
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
相
互
作

用
）
が
ど
れ
だ
け
互
い
の
反
応
や
行
動
な
ど
に
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
、
で
す
。
そ
の
た
め
皆
さ
ん
に

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

石
川
先
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
S
V
に
は
、
生
の

ケ
ー
ス
か
ら
学
び
た
い
！ 
と
い
う
皆
さ
ん
が
大

集
合
し
ま
し
た
。
石
川
先
生
よ
り
今
回
の
S
V
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
『
ケ
ー
ス
に
触
れ
た

い
！
』
と
い
う
熱
意
が
伝
わ
り
、
私
も
ご
期
待
に

応
え
た
い
、
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
質
問
も
た

く
さ
ん
出
て
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
提
出
さ
れ
た
3
ケ
ー
ス
は
、
支
援
構
造
、
レ

ベ
ル
感
な
ど
、
か
な
り
多
様
性
が
あ
り
ま
し
た
。

e
M
C
は
限
定
的
な
『
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
』
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
多
様
な
支
援
ス
タ
イ
ル
に

対
応
で
き
る
柔
軟
性
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

成
長
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
支
援
ス
タ
イ
ル
が
多
様
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
『
何
を
し
て
も
よ
い
』
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
援
者
と
し
て
の
倫
理
意
識
の

高
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
誰
の
た
め
の
支
援
か
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
の
た
め
で
は
な
く
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
か
、
起
こ
り
う
る
最

悪
の
事
態
は
何
か
、
な
ど
、
専
門
家
と
し
て
厳
し

い
視
点
で
自
ら
の
支
援
活
動
を
見
つ
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

受
講
生
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
初
心

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
何
よ
り
自
分
自
身
を
厳
し

く
、
か
つ
深
く
見
つ
め
る
自
己
洞
察
力
を
培
う
こ

と
が
大
切
、
と
い
う
こ
と
で
す
」。

め
直
す
、
考
え
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
た
、
本
研
修
を
担

当
さ
れ
た
野
間
先
生
。

さ
ら
に
こ
う
添
え
ら
れ

ま
し
た
。

「
こ
の
、
大
き
な
〝
倫

理
〟
と
い
う
看
板
を
常
時
、
背
負
う
必
要
性
が
あ

る
か
ら
こ
そ
専
門
職
な
の
で
す
。
倫
理
観
の
な
い

対
応
は
援
助
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
状
況
と
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
の
状
態
を
見
た
時
、
福
祉
に
資
す
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
見
つ
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
時
々
は
一
人
で
は
な
く
仲
間
同
士

で
検
討
し
、
倫
理
観
を
豊
か
に
養
い
ま
し
ょ
う
」。

受
講
生
か
ら
は
「
身
近
な
問
題
で
考
え
ら
れ
て

と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
楽
し
か
っ
た
」「
倫
理
で
こ
こ
ま
で
討
議
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
、
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

３つの研修会
13：30 ～ 15：30

どの研修も積極的な学びの姿勢が見られ、
活気あふれる有意義な研修会となりました。

A・B・C

A	:	初期倫理研修
B	:	EAPケースのグループ SV
C	:	活動報告会

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の

ケ
ー
ス
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で

挙
が
る
各
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
倫
理
の
観
点
で
ど
う
考
え
る
か
、
ど
ん
な
対

応
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
皆
さ
ん
真
剣
に
検
討
し

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
検
討

の
時
も
共
通
し
て
全
体
で
再
認
識
で
き
た
こ
と

は
、
E
A
P
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
本
質
を
常
時
、

理
解
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
で
し
た
。
そ
の
点

に
お
い
て
、
e
M
C
と
し
て
の
姿
を
改
め
て
見
つ
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M
C
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確
か
な
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と
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も
で
き
る
ん
だ
な
、
と
力
を
も
ら
っ
た
こ
と
は
大

き
い
」「
研
修
資
料
も
見
ら
れ
て
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
意
見
も
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
」「
コ
ン
テ
ン

ツ
企
画
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
勉
強
に

な
っ
た
、
次
は
自
分
も
挑
戦
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
挙
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
意
識
の
高
さ
や

現
場
で
の
奮
闘
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

どれも興味深い3ケースが提供され、鋭い視点で熱い指導が行われました。

石
川
先
生
の
グ
ル
ー
プ
S
V
に
は
50
人
以
上
の
受
講
希
望
者
が
殺
到
。

活
動
報
告
会
に
は
約
20
名
が
参
加
。個
々
の
現
場
の
実
情
や
課
題

を
共
有
、熱
の
こ
も
っ
た
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
印
象
的
で
し
た
。

活動コンテスト優秀実践賞の米澤さん（写真左）による作文の朗読、EMCAオ
フィシャル研修プログラムでコンテンツが採用された北見さん（写真右）によ
るプレゼンテーション。

和洋・中華とバラエティなビュッ
フェスタイルが大好評でした。

環
境
を
整
え
た
2
0
1
7
年
か
ら

支
援
の
実
践
と
い
う
フ
ェ
イ
ズ
へ

研
修
C

活
動
報
告
会

今
回
の
活
動
報
告
会
は
4
部
構
成
。
①
司
会
の

中
川
先
生
よ
り
「
E
M
C
A
こ
の
1
年
」
と
し

て
、E
M
C
A
の
行
っ
て
き
た
活
動
を
振
り
返
り
。

2
0
1
8
年
8
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
E
A
P
プ

レ
ミ
ア
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
や
E
M
C
A
機
関
紙
「
こ

る 

C
o
r
」
の
3
回
の
発
刊
、
メ
ル
マ
ガ
配
信
、

そ
し
て
、
こ
の
一
年
の
課
題
と
し
て
掲
げ
た
「
地

域
支
援
」
に
対
す
る
働
き
か
け
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。な

か
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、「
新
宿
N
P
O

協
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
登
録
団
体
と
な
っ
た
こ

と
で
、
セ
ン
タ
ー
で
新
宿
区
民
に
向
け
て
の
市
民

講
座
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
・
施
設
が
破

格
で
利
用
で
き
る
・
地
域
の
N
P
O
や
中
小
企
業

と
協
動
な
ど
の
企
画
も
可
能
・「
キ
ラ
ミ
ラ
」
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
区
民
に
情
報
発
信
が
で
き
る
、
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、J
I
S
H
A
「
中
災
防
」

こ
と
中
央
労
働
防
止
協
会
の
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研

修
認
定
機
関
」
と
な
っ
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
中
災
防
は
労
働
者
の
安
全
・
衛
生
を
守
る
全

国
規
模
の
団
体
で
す
。
中
災
防
で
は
「
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」を
推
進
す
る
人
と
し
て
、

「
心
理
相
談
員
」
と
い
っ
た
資
格
を
与
え
て
お
り
、

こ
の
度
、
E
M
C
A
が
そ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
研
修
を
開
催
で
き
る
認
定
団
体
に
選
出
さ
れ

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
だ
30
団
体
し
か
認
定

を
得
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
も
、
非
常
に
名
誉

あ
る
役
割
を
い
た
だ
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
が
企
画

さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
E
M
C
A
会
員

の
皆
さ
ん
に
も
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
学
び
を
深
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

活
動
報
告
と
し
て
、
続
い
て
E
A
P
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀

実
践
賞
の
米
澤
麻
里
子
さ
ん
に
よ
る
応
募
作
文
の

朗
読
。
学
生
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
E
A
P

の
学
び
が
ど
の
よ
う
に
活
き
て
い
る
か
、
実
感

と
説
得
力
の
あ
る
作
文
で
し
た
。（
全
文
を
後
日

E
M
C
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
）

そ
し
て
E
M
C
A
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
採
用
さ
れ
た
作
品
よ
り
、
北
見
利
子
さ
ん
と
宇

田
川
由
紀
さ
ん
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
P 

14
〜
15
を
）

参
加
者
か
ら
は
「
E
M
C
A
の
活
動
が
ど
ん
ど

ん
活
発
化
し
て
い
て
嬉
し
く
思
っ
た
」「
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
、
自
分
の
職
場
や
身
近
な
と
こ
ろ
で

受
講
生
よ
り
「
具
体
的
に
役
立
つ
多
く
の
お
話

が
聴
け
ま
し
た
。
自
分
の
役
割
を
外
れ
な
い
、
職

場
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
必
要
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
伝
え
方
、
目
標
設
定
の
仕
方
な
ど
わ
か
っ
て

よ
か
っ
た
」「
自
分
の
考
え
方
の
偏
り
に
気
づ
け

ま
し
た
」
な
ど
多
く
の
学
び
が
得
ら
れ
た
声
が
集

ま
り
ま
し
た
。

15
時
か
ら
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
懇
親
会
へ
。
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
を
手
に
、
E
M
C
A
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
る
松
田
理
事
長
の
乾
杯
の
挨
拶
で
ス
タ
ー

ト
。
今
回
は
会
場
が
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
新
宿
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、ブ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
軽
食
に
。

こ
の
お
料
理
が
「
美
味
し
か
っ
た
！
」
と
大
好
評

で
し
た
。「
次
回
は
ス
イ
ー
ツ
も
あ
る
と
い
い
な

～
」
な
ん
て
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
!

懐
か
し
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
講
師
と
の
再
会
に

喜
び
の
笑
顔
が
弾
け
、
お
し
ゃ
べ
り
に
熱
中
し
た

り
、
初
め
て
会
う
会
員
さ
ん
同
士
、
名
刺
交
換
を

し
た
り
（
昨
年
の
総
会
で
作
っ
た
E
M
C
A
の
名

刺
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
見
か
け
ま
し
た
）、
会
場

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
E
M
C
A
の
活
動
を

お
伝
え
す
る
よ
い
機
会
と
い
う
こ
と
で
E
M
C
A

企
画
推
進
部
よ
り
「
E
M
C
A
こ
の
1
年
」
の
振

り
返
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
は
石
川
理
事
か
ら
の
「
皆
さ
ん
の
活

発
な
活
動
に
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
、
こ
れ
か

ら
も
た
ゆ
ま
ぬ
自
己
研
鑽
を
続
け
、
実
力
の
あ
る

E
A
P
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
応
援
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
2
時
間
近
く
で
し
た
が
、「
参

加
し
て
よ
か
っ
た
、
元
気
を
も
ら
え
た
」「
お
互

い
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞

か
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
来
年
も
ぜ
ひ
総
会
で
集

結
し
ま
し
ょ
う
！

懇親会　
最後のお楽しみは懇親会。

今回も100名近い参加で会場はいっぱいに。
懐かしい仲間との再会や新しい出会い、活発な情報交換…。

エネルギーあふれる空間と時間になりました。

・「本格的に EAP、EMCAをよくしていこうという姿勢がよかった」

・「今後の活動計画や研修について知れてよかった」

・「EMCAアカデミーやキャリア部会など、とても〝攻めている “ 印象
で今後に期待できそうな予感」

・「会員たちの頑張っている活動が見えて刺激をもらった、勉強になった」

・「初参加だったので、協会の関係者の顔が見られて嬉しく思いました。
協会への理解が深まりよかったです」

・「協会の企画の工夫が感じられました。さまざまな声を吸い上げ活動
領域拡大につなげていく姿勢はすばらしいと思います」

第 5 回 EMCA 総会アンケートより
150 人近い参加者を集めた今回の総会。終了後には 80 通ものアンケートをお寄せいただ
きました。全体への感想は「たいへん満足・感動的」と「十分によかった」とで実に 77％
と高い評価をいただき、多くの方に楽しんでいただけたようです。このような声もいただ
きました。

15:30 ～ 16：30
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今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
の
は

価
値
の
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
、

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
た
い
と
い
う
思
い
、

そ
し
て
同
じ
志
で
共
に
歩
む
仲
間
。 最優秀実践賞 〈リカレント名古屋〉

藤田大樹さん
Daiju Fujita

コーチングを使った従業員を元気にする
研修や、健康経営を推進するコンサル
ティングで中小企業をサポートしている
藤田さん。学んだスキルを存分に発揮し
て、求められるEAPコンサルティングを
実現しています。

い
い
ま
す
。
よ
す
ぎ
る
結
果
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な

り
、抱
え
き
れ
な
く
な
っ
て
二
度
目
の
う
つ
を
発
症
。

休
職
、
そ
の
ま
ま
離
職
と
な
り
、
第
一
線
か
ら
の
離

脱
は
と
て
も
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
漆
黒
の
闇
を
彷
徨
い
歩
く
よ
う
な
日
々
で
し

た
。
で
も
、
う
つ
病
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
っ
て
本

当
に
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
自
分
は
嫌
な
ヤ
ツ

だ
っ
た
と
思
う
か
ら
。
高
慢
さ
を
隠
し
な
が
ら

上
か
ら
目
線
で
人
を
見
る
最
悪
タ
イ
プ
で
し
た

（
笑
）。
で
も
、〝
う
つ
〟
に
な
っ
て
ま
っ
た
く
動

け
な
く
な
っ
た
と
き
、
炎
天
下
の
過
酷
な
工
事
現

場
で
汗
を
流
し
て
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
人
を
見

て
、
心
か
ら
す
ご
い
な
、
カ
ッ
コ
イ
イ
っ
て
思
っ

た
。
自
分
は
な
ん
て
情
け
な
い
ん
だ
と
。
で
も
、

そ
ん
な
自
分
に
も
、
あ
り
が
と
う
っ
て
言
っ
て
く
れ

る
家
族
や
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
友
人
が
い
た
。

幸
せ
は
成
果
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
マ
イ
ン
ド
の
持
ち
方
と
人
間
関
係
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
ん
だ
っ
て
こ
と
に
気
づ
い
た
ん

で
す
。
そ
こ
か
ら
自
分
が
変
り
始
め
ま
し
た
。
こ

ん
な
苦
し
い
体
験
を
他
の
人
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し

く
な
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
っ

て
。
そ
れ
は
心
健
や
か
に
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
、
働
く
人
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
コ
ー
チ
ン

グ
に
出
逢
っ
た
ん
で
す
」。

コ
ー
チ
ン
グ
か
ら
拓
け
た
新
し
い
道

元
気
を
回
復
し
て
い
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
勉
強
を

し
て
い
る
過
程
で
コ
ー
チ
ン
グ
を
知
り
、
そ
の
魅

力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
コ
ー
チ
ン
グ
は
考
え
て
も
仕
方
の
な
い
こ
と
を

く
よ
く
よ
考
え
た
り
し
な
い
。
過
去
を
振
り
返
っ

た
り
人
と
比
較
し
た
り
も
し
な
い
。
ど
こ
ま
で
も

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
前
だ
け
を
見
て
、
自
己
成
長
や
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
い
く
。
コ
ー
チ
ン
グ
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
は
、
マ
イ
ン
ド
の
持
ち
方
と
人
間
関

係
の
改
善
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
う
の
で
す
。『
お

た
く
の
従
業
員
〝
う
つ
〟
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
』
研
修
よ
り
も
、『
従
業
員
に
イ
キ
イ
キ
と

よ
り
よ
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
』
研
修
の
ほ
う

が
、経
営
者
に
と
っ
て
よ
く
な
い
で
す
か
？（
笑
）」

現
在
、
個
人
事
業
主
と
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

よ
さ
と
、
藤
田
さ
ん
な
ら
で
は
の
援
助
力
を
活
か

し
て
、
名
古
屋
エ
リ
ア
で
中
小
企
業
に
特
化
し
た

E
A
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
人
材
の
確
保

が
難
し
く
、
限
ら
れ
た
人
数
で
生
産
性
を
上
げ
、

よ
い
会
社
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が

あ
る
、
つ
ま
り
中
小
企
業
に
は
人
が
大
事
に
さ
れ

る
機
運
が
あ
り
、
そ
こ
に
E
A
P
の
潜
在
ニ
ー
ズ

こ
れ
ま
で
の
道
の
り

現
在
、
個
人
事
業
主
と
し
て
コ
ー
チ
ン
グ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
の
講
師
や
コ
ー
チ
ン
グ
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い

る
藤
田
さ
ん
。
学
生
時
代
は
興
味
を
引
か
れ
た
物

理
学
を
極
め
る
た
め
に
地
元
札
幌
を
離
れ
京
都
大

学
へ
進
学
、
さ
ら
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
で
タ
ン

パ
ク
質
分
子
の
構
造
を
研
究
し
、
当
時
鳴
り
物
入

り
で
シ
ス
テ
ム
開
発
の
会
社
に
就
職
。
最
先
端
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
研

究
開
発
を
行
な
う
、
根
っ
か
ら
の
理
系
人
間
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
心
の
世
界
、
そ
れ
も

研
究
者
で
な
く
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
し
た
の
で
し
ょ
う
？　

そ
の
理
由
は
二
度
の
う
つ
病
を
経
験
し
た
こ
と
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
願
う
よ
う
な
研
究
成
果
が
出
せ

な
か
っ
た
大
学
院
時
代
に
一
度
目
の
発
症
、
そ
れ
で

も
な
ん
と
か
回
復
し
就
職
。
入
社
し
た
企
業
で
は
、

瞬
く
間
に
開
発
成
果
を
あ
げ
、
期
待
の
新
星
と
賞
賛

さ
れ
特
別
扱
い
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

経営者・個人事業主を集めてのグループコーチン
グの様子。自分自身を掘り下げることで取り組むべ
きこと、そうしないことを明確に。
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が
あ
る
と
藤
田
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

「
小
さ
な
会
社
の
社
長
さ
ん
は
志
の
あ
る
い
い
人

が
多
い
の
で
、
従
業
員
の
様
子
を
よ
く
把
握
し
て

い
る
も
の
で
す
。
た
だ
社
長
の
キ
ャ
ラ
だ
け
で
は

社
内
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性

の
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
E
A
P
の

認
知
度
は
ま
だ
低
く
て
、
自
社
に
必
要
だ
と
気
づ

い
て
い
る
社
長
は
少
な
い
で
す
ね
。
今
す
ぐ
対

処
す
べ
き
と
い
う
認
識
も
足
り
な
い
し
、
課
題
が

多
い
で
す
。
そ
の
壁
を
越
え
る
に
は
、〝
社
長
の

思
い
が
社
員
に
伝
わ
る
、
社
員
の
考
え
も
わ
か
り
、

職
場
の
人
間
関
係
が
よ
く
な
る
、
結
果
、
生
産
性

が
上
が
る
、そ
ん
な
研
修
が
で
で
き
ま
す
よ
〟っ
て
。

社
長
の
志
を
会
社
の
発
展
と
従
業
員
の
成
長
に
具

現
化
す
る
お
手
伝
い
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

E
A
P
コ
ン
サ
ル
と
し
て
の
想
い

現
在
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
企
業
群
の
社
長
に

出
会
え
る
組
織
に
所
属
し
、
信
頼
構
築
と
仕
事
内

容
の
継
続
的
ア
ピ
ー
ル
を
し
、
研
修
を
複
数
回
実

施
し
、
並
行
し
て
個
人
面
談
・
メ
ン
タ
ル
不
調
者

へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

職
場
の
環
境
改
善
の
提
案
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に

も
余
念
が
な
い
そ
う
で
す
。

「
入
り
口
か
ら
リ
ピ
ー
ト
ま
で
、
一
社
ず
つ
丁
寧

な
対
応
を
し
た
い
の
で
、
す
ご
く
時
間
や
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
今
、
自
分
を
支
え
て

い
ら
れ
る
の
は
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
と
い
う
自
信
と
自
負
が
あ
る
か

ら
。
そ
し
て
実
現
し
た
い
未
来
へ
の
想
い
が
あ
る

か
ら
、
で
し
ょ
う
か
。
人
を
メ
ン
タ
ル
不
調
に
さ

せ
な
い
社
会
、
も
し
も
な
っ
て
も
や
り
直
せ
る
社

会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
よ

さ
や
仲
間
の
よ
さ
を
認
め
ら
れ
る
職
場
、
前
向
き

に
物
事
に
取
り
組
め
る
環
境
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
社
会
に
な
っ
た
ら
い

い
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
大
人
を
見
て
育
つ
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
持
て
る
未
来
を
創
り
た
い
ん
で
す
」。

志
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

藤
田
さ
ん
に
は
、
同
じ
方
向
を
目
指
す
仲
間
が

い
ま
す
。
つ
い
先
ご
ろ
、
弁
護
士
・
保
険
代
理
店

経
営
者
・
実
業
家
な
ど
と
「
一
般
社
団
法
人 

健

康
経
営
優
良
法
人
推
進
協
会
」
を
設
立
、
健
康
的

な
職
場
作
り
を
提
案
す
る
活
動
を
推
進
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

「
従
業
員
さ
ん
た
ち
が
前
向
き
に
働
け
る
職
場
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

だ
け
で
は
な
く
、
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
運
動
・
栄
養
・
睡
眠
指
導
や

お
金
の
不
安
を
減
ら
す
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
。『
健
康
経
営
』
の
考
え
方
は
そ
こ
に
合
致
す
る
。

そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
仲
間
を
募
り
、

彼
ら
と
健
康
経
営
を
目
指
す
企
業
を
つ
な
げ
支
援
す

る
法
人
を
今
年
３
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、

セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
開
催
し
、
同
じ
志
を
も
つ
メ

ン
バ
ー
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

e
M
C
資
格
と
E
M
C
A
の
環
境
の
お
か
げ

で
、自
分
の
立
ち
位
置
が
『
心
の
問
題
の
専
門
家
』

で
あ
る
と
明
確
に
な
り
、
人
に
説
明
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
上
で
自
分
が
何
の

専
門
家
な
の
か
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
人
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
自
分
自
身
の
軸
が
ぶ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
大
切
な
の
で
す
。

ま
た
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
で

き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
E
M
C
A
で
は
現
場
ケ
ー
ス
の
個
人
S
V

を
受
け
て
、
迷
っ
た
と
き
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
で
あ

ろ
う
健
康
経
営
の
取
り
組
み
を
多
方
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
e
M
C
資
格
も

名古屋でともに学んだメンバーと、通信講座ではで
きなかった質問攻撃。今後のEMCAの名古屋での
展開の話題で盛り上りました。

穏やかで、説得力のある語りに、支
援者としての味が出ていました。

異業種交流組織BNIのカンファレンスにて。何事にも前
向きな先輩経営者たちに支えられ、日々勉強しながらメ
ンタルサポートの重要性を発信しています。

E
M
C
A
の
サ
ポ
ー
ト
環
境
も
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
人
と
の
つ
な
が
り
も
あ
り
が
た
く
活
用
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
時
間
が
足

り
な
く
て
大
変
で
す
が
、
喜
ん
で
く
れ
る
人
々
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
か
ら
大
変
で
も
や
れ
て
い

ま
す
。
今
、
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
仲
間
た

ち
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

る
人
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

今
回
の
E
M
C
A
総
会
で
の
表
彰
式
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
勉
強
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

続
け
る
こ
と
、
自
身
の
う
つ
病
経
験
の
開
示
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
生
産
性
に
及
ぼ
す
影
響
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
、
中
小
企
業
の
経
営
者
へ
の
ア

ピ
ー
ル
」
と
結
ん
だ
藤
田
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
紐
づ
け
ら
れ
た
熱
い
想
い
と
、
地
域
の
中
小

企
業
の
支
援
と
い
う
E
A
P
の
本
質
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
活
動
に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
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け
な
い
』
と
い
う
学
生
さ
ん
に
限
っ
て
す
ぐ
に
提

出
締
切
り
な
の
だ
と
焦
っ
て
い
ま
す
。
焦
る
不
安

な
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
興
味
関
心
を

持
っ
て
、そ
の
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
聴
き
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、
E
A
P
で
学
ん
だ
〝
可
能
性
を
と

も
な
う
承
認
〟
が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
努
力
を
認
め
、
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。
何

も
や
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
忘
れ
て
い
た

だ
け
だ
、
と
気
づ
い
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
人
生
に

意
味
が
あ
っ
た
ん
だ
と
、
自
分
を
認
め
て
あ
げ
る
こ

と
で
、
自
己
肯
定
感
が
上
が
り
ま
す
。
自
分
を
ダ
メ

だ
と
自
己
暗
示
に
か
か
っ
て
い
る
時
は
〝
で
き
な
い

理
由
〟
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、
目
標
が
定
ま
る
と

『
自
分
は
こ
う
あ
り
た
い
』
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
思
考

メ
ン
タ
ル
の
不
調
か
ら
個
性
や
力
が

発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
で
社
会
に
送
り
出
し
た
い
。

優秀実践賞

米澤麻里子さん
Mariko Yonezawa

昨年より神奈川大学で就職アドバイ
ザーとして勤務している米澤さん。
横浜と平塚の２つのキャンパスを行
き来し、EAPの学びで身につけた心
理カウンセリングスキルを活かして、
学生のこころを支えながら就職活動
をサポートしています。

支
え
ら
れ
る
こ
と
で

学
生
に
起
き
る
変
化

米
澤
さ
ん
の
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
仕

事
は
、
主
に
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添

削
、
面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
。
秋
以
降
に
な
る

と
就
職
が
ま
だ
決
ま
ら
ず
に
メ
ン
タ
ル
の
不
調
が

気
が
か
り
な
学
生
さ
ん
が
2
割
ほ
ど
い
る
と
い
い

ま
す
。
繁
忙
期
に
は
一
人
40
分
の
相
談
枠
で
、
一

日
8
人
は
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
。

「『
自
信
が
な
く
て
自
己
P
R
が
書
け
な
い
』『
人

に
言
え
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
し
て
こ
な
か
っ

た
、
自
分
に
強
み
な
ん
て
な
い
。
だ
か
ら
何
も
書

が
変
わ
り
ま
す
。
考
え
方
ひ
と
つ
で
人
は
こ
ん
な
に

も
変
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
ま
る
で

別
人
の
よ
う
に
『
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。
今
や
れ

る
こ
と
を
後
悔
し
な
い
で
頑
張
り
た
い
』
と
元
気
に

語
る
姿
を
見
て
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
る
、
こ
ん
な

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
理
解
、
職
業
や
働
く
と
い
う
こ
と

の
理
解
が
足
り
な
い
学
生
さ
ん
に
は
、
こ
の
、
心

の
奥
底
に
あ
る
譲
れ
な
い
価
値
観
や
こ
だ
わ
り
は

ど
こ
か
ら
芽
生
え
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
仮
説
を
立

て
な
が
ら
聴
き
、
考
え
を
言
語
化
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
新
た
な
自
分
や
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
え

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
が
見
え
な
い
不
安

感
を
抱
い
て
い
る
気
持
ち
に
し
っ
か
り
と
寄
り

添
っ
て
話
し
を
聴
き
、
精
神
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
、
少
し
で
も
E
A
P
な
ら
で
は
の
視
点

と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」。

支
え
る
こ
と
で

自
分
に
起
こ
っ
た
変
化

E
A
P
の
資
格
を
取
得
し
、
家
庭
の
中
で
も
、

ご
自
身
に
も
変
化
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
大
学
生
の
娘
に『
資
格
取
っ
て
お
母
さ
ん
変
わ
っ

た
か
な
ぁ
？
』と
尋
ね
た
ん
で
す
。
す
る
と『
う
ん
、

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
ね
。
前
は
だ
い
た
い
お
説
教

に
な
る
の
が
嫌
で
一
部
し
か
言
わ
な
い
よ
う
に
し

て
た
。
今
は
と
り
あ
え
ず
全
部
聴
い
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
、な
ん
で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
結
論
を
言
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
ね
。
私
も
自

分
で
気
づ
い
て
解
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。あ
れ
？ 

こ
れ
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
お
か
げ
だ
っ
た
ん
だ
～
。

今
気
が
つ
い
た
（
笑
）』
な
ん
て
。

こ
れ
ま
で
無
意
識
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
、

間
主
観
的
に
観
察
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
で
娘

を
客
観
的
に
、
程
よ
い
距
離
感
や
温
度
で
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
今
、穏
や
か
に
話
し
て
い
る
娘
で
す
が
、

大
学
受
験
の
時
に
『
こ
ん
な
家
に
生
ま
れ
な
き
ゃ

よ
か
っ
た
。
一
度
も
幸
せ
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な

い
。自
分
に
自
信
が
な
く
て
願
書
も
書
け
な
い
！
』

と
言
わ
れ
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
私
は
義
理
の
母
を
4
年
介
護
し
看
取
っ

た
後
で
、
軽
い
う
つ
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
と
介
護
の
両
立
を
精
一
杯
や
っ
て
い
た
つ

も
り
だ
っ
た
の
に
、成
長
し
た
子
供
に
否
定
さ
れ
、

さ
ら
に
子
供
自
身
も
自
己
肯
定
感
の
低
い
人
間
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
思
う
と
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
、
話

を
最
後
ま
で
聴
い
て
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と

痛
感
し
ま
す
。

E
A
P
講
座
の
時
に
は
、
例
題
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
と
自
分
が
重
な
り
、
人
知
れ
ず
何
度
も
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
に
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の

権
利
が
あ
り
、
自
由
に
選
択
す
る
権
利
が
子
供
に

も
あ
る
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
、
変
化
の
時

代
を
ど
う
生
き
抜
い
て
い
く
の
か
、
と
い
う
不
安

に
寄
り
添
っ
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
今
後
社
会

人
と
し
て
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、
学
生
自
身
に
見

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
メ
ン
タ
ル
面
も
含
め

て
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」。

野間先生とともにリワークのデイ
ケアプログラムの運営を。毎日が
充実！
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優秀実践賞

菊池  新さん
Arata Kikuchi

長年、看護師として勤務していた医
療現場から現在はメンタルクリニッ
ク併設のリワークのデイケアで支援
スタッフとして活躍している菊池さ
ん。飛び込んだ心理の世界での学び
が、リワーク現場で高い専門性とし
て花開きました。

リ
カ
レ
ン
ト
で
の
学
び
と

仲
間
か
ら
得
た
も
の

看
護
師
と
し
て
こ
れ
ま
で
病
院
な
ど
で
働
き
な

が
ら
、
一
方
で
心
理
学
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興

味
が
あ
り
、
よ
り
専
門
性
を
持
っ
て
仕
事
を
し
た

い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
と
い
う
菊
池
さ
ん
。
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
働
く
た
め
に
資
格
取
得
を
し

た
い
と
ス
ク
ー
ル
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
リ
カ

レ
ン
ト
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
い
ま
す
。

「
正
直
、
企
業
の
知
識
も
あ
ま
り
な
い
自
分
に
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
し
た
し
、
専
門
的
な

講
座
に
は
追
い
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
し

た
。
け
れ
ど
、
社
会
や
人
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
目
指
す
、
向
学
心
に
あ
ふ
れ
る

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
か
ら
大
い
に
刺
激
を
受
け
、

ま
た
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
支
え

ら
れ
、
自
分
も
Ｅ
Ａ
Ｐ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
！ 

と
い
う
想
い
が
日
に
日

に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ん
と
か
無
事
に
資
格
が
取
得
で
き
、
就
職
活

動
を
始
め
る
と
、
幸
運
に
も
す
ぐ
に
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
併
設
の
リ
ワ
ー
ク
デ
イ
ケ
ア
に
入
職
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
偶
然
に
も

リ
カ
レ
ン
ト
で
指
導
し
て
く
れ
た
野
間
先
生
が
勤

務
さ
れ
て
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
か
と
本

当
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
自
分
の
担

当
業
務
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
や
Ｇ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
、
産
業
ス
ト
レ

ス
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
、
運
動
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の

リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
と
、
利
用
者
様
と

の
面
談
で
す
。

最
近
で
は
、
以
前
休
職
に
至
っ
た
問
題
点
を
振
り

返
っ
て
い
る
方
か
ら
相
談
を
受
け
、
そ
の
際
も
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
学
び
が
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
リ
カ
レ
ン
ト
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
ス
キ
ル

が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活
か
せ
る
と
感
じ
ま
す
。

リ
ワ
ー
ク
に
通
う
方
々
は
復
職
に
対
し
て
不
安

や
焦
り
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
ご

自
身
の
精
神
疾
患
や
会
社
と
の
関
係
と
、
い
ろ
い

ろ
な
困
難
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
病
気
と
向
き
合
い
な
が
ら
復
職
し

よ
う
と
、
皆
さ
ん
と
て
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
病

状
も
次
第
に
改
善
さ
れ
て
、
心
身
が
ど
ん
ど
ん

整
っ
て
い
く
。
皆
さ
ん
の
そ
ん
な
様
子
が
日
に
日

に
見
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
支
援
者
と
し
て
と

て
も
嬉
し
い
し
、
自
分
も
も
っ
と
勉
強
し
て
実
力

を
つ
け
て
、
も
っ
と
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思
う
ん
で
す
」。

こ
の
仕
事
で
得
た

新
し
い
自
分
と
人
生

「
自
分
は
ま
だ
利
用
者
様
と
の
適
度
な
距
離
感
が

つ
か
み
切
れ
な
く
て
戸
惑
っ
た
り
、
課
題
も
感
じ

て
い
ま
す
が
、
野
間
先
生
の
利
用
者
様
へ
の
き
め

細
や
か
な
心
配
り
と
、
熱
心
な
指
導
を
間
近
で
見

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
本
当
に
貴
重
で

す
。
宝
物
の
よ
う
に
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
日
々
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
学
び
を

深
め
専
門
性
を
高
め
て
い
き
、
自
分
は
今
後
も
っ

と
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

看
護
の
仕
事
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
充
実
感
と
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。な
ん
だ
か
自
分
自
身
と
日
々

が
、
い
え
、
人
生
が
劇
的
に
変
っ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
こ
か
自
分
の
居
場
所
や
、
仕

事
を
す
る
意
味
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
い

ま
す
。
で
も
、
も
う
キ
ャ
リ
ア
に
必
要
以
上
に
こ

だ
わ
っ
た
り
、
自
分
の
た
め
だ
け
に
行
動
す
る
の

で
は
な
く
て
、
こ
こ
で
、
人
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
改
め
て
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
が
人
生
で
し
た
い
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と

な
ん
だ
と
。
そ
し
て
純
粋
に
〝
生
き
る
〟
と
い
う

こ
と
に
真
剣
に
日
々
取
り
組
も
う
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち

に
寄
り
添
っ
て
、
そ
の
方
が
自
分
ら
し
く
思
い
き

り
人
生
を
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
快
適
な
日
々
を
送

れ
る
よ
う
に
心
を
込
め
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
。
初
心
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」。

そ
の
方
が
自
分
ら
し
く

思
い
き
り
生
き
ら
れ
る
よ
う
、

心
を
込
め
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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数
々
の
困
難
の
中
で

多
様
な
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
に
、

夢
の
続
き
を
見
な
が
ら
。

特別賞

神崎乃理子さん
Noriko Kanzaki
福祉の世界で就労移行支援の一般社
団法人で支援員を務める神崎さん。
介護の分野で事務系のエキスパート
という役割からのキャリアチェイン
ジ。膨大な仕事をこなしながら通信
大学でも勉強中と超努力家です。

厳
し
い
福
祉
業
界
の
世
界
で
も

社
会
福
祉
法
人
の
老
人
介
護
施
設
の
新
規
立
ち

上
げ
事
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
福
祉
の
世
界
に
入
っ
た
と
い
う
神
崎
さ
ん
。
よ

く
聞
く
よ
う
に
福
祉
業
界
で
は
時
間
外
労
働
が
当

た
り
前
・
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
・
人
員
不
足

に
よ
る
過
重
労
働
・
人
事
考
課
が
正
当
に
行
わ
れ

な
い
な
ど
、
苛
酷
な
職
場
環
境
や
労
働
条
件
に
直

面
し
た
と
い
い
ま
す
。

「
介
護
職
員
の
み
な
ら
ず
、
事
務
員
の
私
も
ほ
ぼ

毎
月
45
時
間
以
上
の
残
業
、
休
日
出
勤
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
業
務
過
密
度
も
異
常
で
、
一
人
が
こ

な
せ
る
分
量
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
し
た
。

施
設
が
完
成
後
も
備
品
が
充
分
で
な
い
ま
ま
利
用

者
を
受
け
入
れ
苦
情
が
殺
到
、
対
応
に
奔
走
す
る

職
員
た
ち
…
。そ
ん
な
状
況
を
目
に
す
る
に
つ
け
、

メ
ン
タ
ル
不
調
を
起
こ
す
職
員
達
を
自
分
が
直
接

支
え
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
第
2
種
衛
生
管
理
者
資
格
を
取
得
し
た

も
の
の
、
こ
れ
だ
け
で
は
直
接
支
援
が
で
き
る
は

ず
も
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

定
Ⅲ
・
Ⅱ
種
と
取
得
し
、
さ
ら
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
勉
強
だ
! 
と
思
い
立
ち
、
リ
カ
レ
ン
ト
の

E
A
P
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

『
直
接
支
援
を
し
た
い
』
と
い
う
思
い
か
ら
、

e
M
C
取
得
後
、
す
ぐ
に
就
活
を
し
て
現
職
の
就

労
移
行
支
援
事
業
所
に
支
援
員
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
身
に
つ
け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル

も
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」。

難
し
い
ゆ
え
の
や
り
が
い
と
楽
し
さ

就
労
移
行
支
援
と
は
、
精
神
・
知
的
・
身
体
・

発
達
障
害
を
抱
え
た
利
用
者
様
に
対
し
一
般
就
労

（
障
が
い
者
枠
含
む
）
を
目
指
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
S
S
T
・
就
労
に
必
要
な
資
格
や
技
術

を
学
ぶ
場
を
提
供
し
、
就
職
支
援
や
定
着
支
援
を

行
う
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
。

神
崎
さ
ん
の
勤
務
し
て
い
る
施
設
は
鬱
病
・
統

合
失
調
症
・
躁
鬱
病
等
の
精
神
障
害
者
が
中
心
で
、

次
い
で
発
達
・
知
的
障
害
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い

る
と
か
。
神
崎
さ
ん
は
そ
れ
ま
で
の
実
務
経
験
を

活
か
し
て
、
就
労
に
必
要
な
知
識
お
よ
び
技
術
の

習
得
を
提
供
し
た
り
、
ご
本
人
を
取
り
巻
く
関
連

機
関
と
連
携
す
る
た
め
、
外
部
に
も
出
向
い
て
い

る
そ
う
で
す
。

「
支
援
は
担
任
制
で
、
利
用
者
様
の
日
々
の
健

康
・
生
活
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
や
目
標
確
認
、
時
に

は
悩
み
を
聴
い
た
り
も
し
ま
す
。
就
職
活
動
段
階

に
入
れ
ば
、
応
募
書
類
の
添
削
・
面
接
の
練
習
、・

実
習
先
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
通
院
先
へ
の
同
行
な

ど
、
多
種
多
様
な
対
応
が
必
要
で
す
。

精
神
障
害
の
利
用
者
様
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
彼
ら
に
日
々
急
激
な
体
調
や
気
分
変
調
が
起

こ
る
と
、そ
れ
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

い
く
ら
こ
ち
ら
が
支
援
し
て
も
退
所
に
至
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
知
識
や
技
術
も

必
要
だ
と
日
々
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
実
際
の
現
場
で
は
障
害
特
性
に
よ
っ
て
、
学

ん
だ
よ
う
な
傾
聴
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
が
ほ

と
ん
ど
通
用
し
ま
せ
ん
。
使
え
る
限
り
の
社
会
保

障
や
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
一
般
就
労
を
目
指
し

た
支
援
を
し
、
同
時
に
ご
本
人
様
が
今
後
自
立
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
」。

職
員
の
中
で
女
性
は
神
崎
さ
ん
だ
け
な
の
で
、

女
性
の
利
用
者
様
の
対
応
も
し
た
り
、
お
母
さ
ん

的
な
役
割
を
求
め
ら
れ
た
り
と
、
い
つ
で
も
大
忙

し
、
飛
ぶ
よ
う
に
過
ぎ
て
い
く
日
々
な
が
ら
、
と

て
も
充
実
感
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
毎
日
教
室
で
皆
さ
ん
と
対
話
を
し
て
関
る
こ
と

が
楽
し
い
で
す
ね
。
就
労
移
行
支
援
員
と
し
て
は

ま
だ
ま
だ
新
人
な
の
で
、
利
用
者
様
や
職
場
の
足

を
引
っ
張
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
毎
日

気
を
引
き
締
め
て
職
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
今
、
通
信
制
大
学
に

編
入
し
て
心
理
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
と
勉

強
の
両
立
は
や
っ
ぱ
り
大
変
。
で
も
利
用
者
様
の

顔
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
職
場
に
通
っ
て
い
る
私

に
は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
だ
け

責
任
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
当
事
業
所
は
学
校
み
た
い
な
授
業
形

式
な
の
で
、
そ
の
夢
も
半
分
叶
っ
た
よ
う
な
あ
り

が
た
さ
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
続
き
ま

す
が
、
続
け
ら
れ
る
ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け
、
将

来
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
、
と
笑
っ
て

い
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」。
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入賞者の活躍レポート

Close up Co                         

第4 回
連載コラム

井古田大介
Daisuke Ikota

「
休
養
の
ス
ス
メ
」

井
古
田
大
介

臨床心理士。医学博士。大学
院では主に認知行動療法を学
ぶ。現在、クリニックや福祉施
設にてカウンセラーとして勤
務。また大学や専門学校にて心
理学、臨床心理学、精神疾患学
などを教えている。現在、リカレ
ントEAP講師としても活躍中。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
流
派
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
私
は
主
に
認
知
行
動
療
法
を
専

門
と
し
て
い
ま
す
。
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、

不
安
症
や
う
つ
病
、
慢
性
疼
痛
に
罹
患
し
た
方
や

発
達
障
害
の
方
に
対
し
て
認
知
行
動
療
法
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
不
安
症
や

う
つ
病
に
関
す
る
研
究
を
や
っ
て
い
た
経
験
か

ら
、
当
事
者
・
家
族
向
け
の
講
座
を
依
頼
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
講
座
で
話
し
た
「
適
切
な
休
養
の
取
り

方
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
身
の
回
り
に
休
む
こ
と
が
苦
手
な
方
が
い
た

ら
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

休
養
は
休
む
だ
け
で
は
な
い

う
つ
病
で
休
職
し
た
場
合
、
大
抵
医
師
か
ら

「
休
養
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。

皆
様
も
一
度
は
こ
の
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
に
は
家

で
ゆ
っ
く
り
寝
て
い
て
も
疲
れ
が
と
れ
な
か
っ

た
り
、
回
復
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
む
し
ろ
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
く
よ

う
に
感
じ
る
方
も
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
不

適
切
な
休
養
は
、
自
己
回
復
力
を
阻
害
し
、
か

え
っ
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
す
。

休
養
と
聞
く
と
、
寝
床
で
横
に
な
る
、
家
で
の

ん
び
り
す
る
な
ど
何
も
し
な
い
こ
と
を
想
像
す
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
休
養

に
は
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
活
動
量
を
減

ら
す
「
休
息
」
と
別
の
活
動
を
す
る
「
積
極
的
回

復
」
で
す
。
学
生
時
代
を
思
い
出
す
と
、
休
み
時

間
に
机
の
上
で
寝
る
人
も
校
庭
で
遊
ぶ
人
も
い
た

と
思
い
ま
す
。
適
切
な
休
養
を
考
え
る
際
、
ま
ず

こ
の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
る
の
が
大
切

で
す
。

心
地
よ
い
感
覚
を
つ
か
む

精
神
科
医
の
神
田
橋
條
治
先
生
は
、「
心
地
よ

い
・
気
持
ち
が
良
い
」
と
い
う
自
分
の
感
覚
を
頼

り
に
す
る
と
休
み
方
が
分
か
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
心
地
よ
い
・
気
持
ち
が
良
い
」

と
い
う
体
験
を
探
し
出
せ
た
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
に

良
く
で
き
な
い
か
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
入
浴
が
自
分
に
と
っ

て
「
心
地
よ
い
・
気
持
ち
が
良
い
」
と
い
う
体
験

で
あ
っ
た
時
、
よ
り
心
地
良
く
休
め
る
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
お
風

呂
の
温
度
は
何
度
く
ら
い
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

湯
船
に
入
っ
て
い
る
時
間
の
長
さ
は
ど
れ
く
ら

い
？ 

入
浴
剤
の
種
類
は
？ 

お
風
呂
上
が
り
に
飲

む
も
の
は
？ 

色
々
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
み
る

だ
け
で
も
、
良
い
気
分
が
増
し
て
く
る
の
が
感
じ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、「
心
地
よ
い
・
気
持
ち
が
良
い
」
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
休
養
も
、
い
つ
で
も
同
じ

体
験
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
普
段
散
歩
に
心

地
よ
さ
を
感
じ
て
い
る
方
が
、
あ
る
時
散
歩
を
し

て
も
心
地
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
ず
疲
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
決
め
た
こ
と
は
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
ほ
ど
そ
の
傾

向
が
強
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
心
地

よ
さ
は
そ
の
時
々

で
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
休

養
に
は
予
定
変
更

が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

少
し
の
間
別
の
休

養
を
し
て
み
る
こ

と
で
意
欲
が
復
活

し
、
再
び
心
地
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

別
の
簡
単
な
方
法
を
探
す

疲
れ
す
ぎ
て
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
時
や
お
金

が
な
い
時
に
は
、
似
た
よ
う
な
「
心
地
よ
い
・
気

持
ち
が
良
い
」
感
覚
を
得
ら
れ
る
別
の
簡
単
な
活

動
を
探
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
カ
ラ
オ

ケ
に
行
く
代
わ
り
に
、
風
呂
場
で
歌
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す

る
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旅
行
が
好
き
な
の

で
あ
れ
ば
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
み
る
こ
と

も
お
勧
め
で
す
。

う
つ
病
で
休
職
し
た
方
の
場
合
、「
心
地
よ
い
・

気
持
ち
が
良
い
」
感
覚
を
身
に
つ
け
る
に
は
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一

旦
感
覚
を
身
に
つ
け
る
と
、
周
り
の
環
境
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
か
、
合
っ
て
い
な
い
か
が
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
休
養
の
取
り

方
を
知
る
こ
と
は
、
職
場
復
帰
後
の
再
発
予
防

に
も
役
立
ち
ま
す
。

参考文献
神田橋條治　改定精神科養生のコツ 1999 年　岩崎学術出版
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第1回 EMCAオフィシャル研修プログラム

採用された3本の研修コンテンツ
E
M
C
A
会
員
の
誰
も
が
、

地
域
や
職
場
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
普
及
を
担
う

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
用
で
き
る

Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
皆
さ
ん
よ
り
公
募
。

採
用
さ
れ
た
3
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
概
要
と

起
案
者
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

第 1 回 EMCA オフィシャル研修プログラム

施設長・主任等管理職研修

新人介護職の離職予防
～メンタルヘルスの視点から～

北見利子

職場でのメンタルヘルス対策と
メンタルヘルスカウンセラーの活用

年４月３０日
ＥＭＣＡ会員 白石 節男（ ）

【ＥＭＣＡオフィシャル研修プログラム資料】

コミュニケーションがすべての鍵
宇田川 由紀

宇田川由紀さん

「コミュニケーションが
すべての鍵！」

北見利子さん

「新人介護職の離職予防
～メンタルヘルスの視点
から～」

白石節男さん

「職場でのメンタルヘルス
対策とメンタルヘルス
カウンセラーの活用」

E
M
C
A
で
初
開
催
と
な
っ
た
本
企
画
は
、
か

ね
て
よ
り
い
た
だ
い
て
い
た
「
身
に
つ
け
た
知
識

や
ス
キ
ル
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
現
場
が
ほ
し

い
」「
自
分
の
地
域
で
市
民
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
が
で
き
な
い
か
」「
職

場
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
。
研
修
を
や

り
た
い
け
れ
ど
、
自
分
の
作
る
材
料
で
大
丈
夫

な
の
か
自
信
が
な
い
で
す
」
と
い
っ
た
声
に
応
え

て
実
現
し
ま
し
た
。
2
月
頃
か
ら
の
公
募
に
対
し

て
10
本
の
作
品
応
募
が
あ
り
、
中
か
ら
3
本
が

E
M
C
A
審
査
会
に
よ
り
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
後
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
認
定
し
、
す
べ
て
の
会
員
さ

ん
に
活
動
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
職
場
で
、
地
域
で
、
ぜ
ひ
積

極
的
な
支
援
活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
今
後

の
進
行
は
、
E
M
C
A
メ
ル
マ
ガ
に
て
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

人
手
不
足
の
介
護
現
場
で

離
職
を
防
ぐ
た
め
に

北
見
利
子
さ
ん

ニ
チ
イ
ケ
ア
パ
レ
ス
（
株
）
の
社
員
と
し
て
有

料
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
サ
ブ
チ
ー
フ
を
し
て
い
る

北
見
さ
ん
。
長
年
、
在
宅
介
護
の
現
場
で
主
任
介

護
専
門
員
と
し
て
管
理
職
を
担
っ
て
き
た
経
験
か

ら
、
高
齢
者
う
つ
病
、
介
護
う
つ
、
介
護
離
職
、

虐
待
や
介
護
施
設
の
人
材
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
直
面
し
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
に
と
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
学
ぶ
こ
と

が
、
近
道
か
も
し
れ
な
い
と
直
感
し
、
e
М
Ｃ
資

格
に
出
会
い
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

今
回
、
e
M
C
の
今
後
の
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
、期
待
の
高
ま
る
福
祉
業
界
で
の
支
援
、

人
手
不
足
を
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
防
ぐ
と
い
う

着
眼
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
こ
れ
を
企
画
・
提
案
さ
れ
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？ 

今
の
介
護
現
場
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
行
動

に
移
し
た
く
て
、
有
料
ホ
ー
ム
の
現
場
へ
転
職
し

ま
し
た
。「
新
人
介
護
職
向
け
・
介
護
の
言
葉
」な
ど
、

文
章
化
が
得
意
な
の
で
、
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
研

修
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、

公
募
の
お
知
ら
せ
を
見
て
、　

身
近
な
問
題
を
取
り

上
げ
て
企
画
し
て
み
ま
し
た
。

●
資
格
取
得
か
ら
こ
れ
ま
で
、
実
践
さ
れ
て
い
る

活
動
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

以
前
に
勤
務
し
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
管
理
職
で
は
、
資
格
を
活
か

す
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
資
格
取
得
後
、
外
部

E
A
P
の
活
用
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
理
解

の
あ
る
ニ
チ
イ
ケ
ア
パ
レ
ス
（
株
）
に
転
職
し
、

有
料
ホ
ー
ム
の
現
場
で
内
部
研
修
を
企
画
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

1
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介護現場には課題が山積み
という北見さんですが、内部
EAPとして風邪穴を開けるよ
うな活動を目指しているとい
います。

●
採
用
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
想

将
来
的
に
は
E
A
P
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の

活
動
や
人
材
育
成
に
関
わ
る
つ
も
り
で
の
転
職
で

す
が
、
そ
の
為
に
必
要
な
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
現
場

で
の
介
護
職
を
い
つ
ま
で
頑
張
れ
る
か
葛
藤
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
受
賞
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
身
体
が
壊
れ
る
前
に
目
標
を
実
現
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
本
当
に
救
わ

れ
ま
し
た
。
実
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
作
成
も
初

め
て
で
、
未
完
成
で
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、

必
要
性
を
見
出
し
選
考
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

医
療
機
関
で
も
通
用
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

の
医
療
・
介
護
施
設
で
も
活
用
で
き
る
も
の
に
仕

上
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

介
護
を
受
け
る
側
が
「
団
塊
の
世
代
」
に
な

り
、
介
護
職
は
「
平
成
生
ま
れ
の
ゆ
と
り
世
代
」。

こ
れ
は
、
介
護
の
現
場
で
の
大
き
な
問
題
に
な
る

と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
介
護
職
の
み
な
ら
ず
、

団
塊
の
世
代
の
子
供
た
ち
が
独
身
の
ま
ま
親
を
介

護
し
て
い
る
こ
と
も
、
社
会
問
題
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
介
護
す
る
人
、
さ
れ
る
人
が
W
i
n　

W
i
n
の
関
係
に
な
れ
る
社
会
が
理
想
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
大
き
な
目
標
で
す
。

具
体
的
に
は
、
介
護
職
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
老

人
性
の
抑
う
つ
な
ど
、
目
の
前
の
問
題
へ
の
現
場
で

の
支
援
や
福
祉
業
界
の
新
人
育
成
、
介
護
職
の
離
職

予
防
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
勉
強
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

大
切
な
人
へ
何
か
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら白

石
節
男
さ
ん

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
白
石
さ
ん
。
ご
家
族
や
職
場
の
仲
間
が
メ
ン
タ

ル
問
題
で
つ
ら
か
っ
た
時
、
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
、
大
切
な
人
に
何
か
し

て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
資
格
を
取
得
し
た
そ

う
で
す
。
今
回
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
実
に
45
ペ
ー
ジ
に

も
及
ぶ
手
の
込
ん
だ
も
の
。
E
A
P
の
核
と
な
る
産

業
領
域
で
e
M
C
の
役
割
が
明
確
に
示
さ
れ
た
点

で
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

●
こ
れ
を
企
画
・
提
案
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？ 

今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
ま
と
め

な
く
て
は
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
手
が
つ
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
案
内
を
見
て

背
中
を
押
さ
れ
た
感
じ
が
し
て
決
心
し
ま
し
た
。

●
作
成
に
あ
た
り
難
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
？

一
次
予
防
、
二
次
予
防
、
三
次
予
防
の
具
体
的

な
進
め
方
、
そ
の
な
か
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ

自
己
理
解
と
他
者
理
解
を
も
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
重
要
性

宇
田
川
由
紀
さ
ん

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
警
備
会
社
（
株
）
イ
オ
ン

デ
ィ
ラ
イ
ト
で
、事
務
的
な
仕
事
を
中
心
に
、個
々

の
相
談
役
も
勤
め
て
き
た
宇
田
川
さ
ん
。
昨
年
の

活
動
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
優
秀
実
践
賞
の
受
賞
が
会

社
に
評
価
さ
れ
、
瞬
く
間
に
劇
的
に
キ
ャ
リ
ア
が

拓
か
れ
、
今
で
は
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

準
備
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
に
ま
で
抜
擢
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
今
回
の
採
用
コ
ン
テ
ン
ツ
は
社
内
研
修

で
実
施
し
て
い
る
も
の
と
い
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
支
援
対
象
や
状
況
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
、
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

●
こ
れ
を
企
画
・
提
案
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？

人
が
2
人
以
上
集
ま
れ
ば
当
然
会
話
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
し
て
や
、
会
社
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
集
団
で
生
活
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
す
べ
て
の
原
点
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
人
間
関
係
に
よ
る
退
職
者
、

会
社
側
の
考
え
と
従
業
員
の
思
い
が
ズ
レ
る
原
因

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
で
は
な
い
か
？

と
考
え
た
こ
と
と
、
自
分
の
考
え
や
受
け
止
め
方

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
る
こ
と
を
試

し
て
ほ
し
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
を
す

2

ものすごい量の資料を作成した白
石さん。学んだ知識を一度まとめ
かったといいます。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
、自
己
理
解
の「
エ
ゴ

グ
ラ
ム
」や「
ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
」を
取
り
入
れ
た
宇
田
川
さ
ん
。

る
に
も
原
点
で
あ
り
、
鍵
に
な
る
。
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
人
間
関
係
が
よ
く
も
悪
く
も
な
る
、
と

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
採
用
さ
れ
た
こ
と
へ
の
感
想

こ
ん
な
立
派
な
評
価
を
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
場
の
上
司
や
仲

間
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
作
成
に
あ
た
り
難
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
？

今
回
は
職
場
を
中
心
に
考
え
作
成
し
ま
し
た

が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
な
ど
、
事
例
を

変
え
る
こ
と
で
対
象
が
広
が
り
、
地
域
貢
献
も
で

き
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
一
般
の

人
た
ち
に
心
理
学
的
に
話
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
お
互
い
を

受
容
す
る
意
識
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
で
気
遣
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ン

タ
ル
不
調
や
無
駄
な
争
い
も
減
る
と
思
う
の
で
す
。

働
く
人
々
や
子
育
て
中
の
マ
マ
、
学
校
な
ど
、
幅
広

い
人
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
の
鍵
に
な

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 1 回 EMCA オフィシャル研修プログラム

ン
セ
ラ
ー
が
ど
こ
ま
で
関
わ
れ
る
の
か
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
価
値
は
何
か
。
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3

参考文献「ジョハリの窓」
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「死にたいんです」「今から死のうと思います」とカウンセラーのあなたが聴いたらどうしますか？うつ状態の人に私の一言で
どうかなってしまったらと思うだけでも不安がつのり、ましてや「死にたいと思っていますか？」と聞いてしまったら本当に
死んでしまわないの？自殺念慮のある人にカウンセラーとしてどう対応したらいいのでしょうか？　
産業領域で活動する EAPカウンセラーは、震災・事故・ショックな出来事に関わることも出てくるでしょう。そういうクラ
イシスな状況は日常でも遭遇します。例えば、交通事故、大切な人の死やペットの死・・・その人とって心の危機に陥るよう
な状況に対していかに介入して支援していくのか、危機的な状況の方へのカウンセリングに必要な専門スキルが学べます。

本講座のポイント
●「メンタルレスキュー協会」の専門性と実践ノウハウが活かされた EMCA
のためにカスタマイズされた特別なカリキュラムで学ぶことができます。
●演習（実践的なロールプレイなど）を毎回盛り込み、12時間で自殺念慮
のあるクライエントへの対応の知識と実践力がつきます。

9:30～16:30 リカレント新宿〈定員 :12 名〉　　
①回目 ②回目	9/20	（木）
③回目 ④回目	9/27	（木）

18:30～21:30 リカレント新宿〈定員 :12 名〉　　
①回目	10/4	（木）
②回目	10/11	（木）

http://s.emca.or.jp/academy-ccinfo@emca.or.jp

9月
クラス クラス

10月 ③回目	10/18	（木）
④回目	10/25	（木）

講
座
概
要

MC: メッセージコントロール
「クライエントのことを責めず、苦しさを理解し、一緒に考えてくれる」カウンセラーになるための「味方になる」
スキル（メッセージコントロール）を理解し、実習を通して学んでいきます。

・誤解されにくいコミュニケーションの５ステップ
・メッセージの積み上げ
・クライアントを傷つけない要約・質問

・カウンセリングの一番重要な効果（クライエントの味方になる）
・クライエント特性（偏った感性・思考）
・クライエントが受け取ってしまうメッセージ

1
回
目

うつと自殺の関係
死にたい気持ちは、ほとんどの場合うつ状態が原因です。その死にたい気持ちをもつクライエントがどのような心
理状態にあるか、そして上手に共感できるように聴けるために、実習を通して学んでいきます。

・構造化面接が大切
・症状を聞くまでの演習（ロールプレイング）

・うつと自殺の関係
・うつの症状（痛いところ）

2
回
目

不調の説明と対処法
死にたい気持ちをもつクライエントは、自分に何が起こっているのか、どうしてこうなってしまったのか理解がで
きずどうしてよいかわかりません。現状を上手に説明し、安心して一歩が踏み出せるように支援するスキルを実習
を通して学んでいきます。

・基本対処
・症状説明・できること探しの演習（ロールプレイング）

・陥りやすいカウンセラーのクセを知る
・うつを悪化させる要素：しがみつき

3
回
目

うつの本質に迫る感情プログラム
原始人の頃からあまり変わっていない人の感情におけるプログラムや各論を理解することにより、クライエント理解が進
み、対応も上手になっていきます。そして 1 〜 3 回目で学んだスキルを総合演習を通して再理解・再確認していきます。

・自殺念慮対処の総合演習（ロールプレイング）
・惨事対応の概論

・そもそもうつとは…その本質
・うつとストレス対処法

本講座は
NPO 法人メンタルレスキュー協会と
EMCAとの協同企画講座です

4
回
目

クライシス・カウンセリング講座
EMCAアカデミー　
必修プログラム メ

ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
で

会
社
や
個
人
を
、そ
し
て
社
会
を
守
り
た
い
。

社
員
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
は
企
業
の
義
務

「
危
機
介
入
心
理
支
援
」と
い
う
選
択
肢

社員のストレスケアは企業のリスクのひとつとして
情報セキュリティや経済状況などの
外的要因への対策とともに、
近年、BCP（事業継続計画）の重要なファクターとして
世界で注目されています。

11 月 1 日発足となる EMCA アカデミーですが、この度、必修プログラム（現会員の受講は任意です）のひとつ
「クライシス・カウンセリング講座」を先行リリースすることとなりました。9 月・10 月に２つのクラスを開講します。
カリキュラムは以下の通りです。先着順での受付となります。ぜひ新しい学びを得てスキルアップしましょう！

日
本
で
も
、
法
改
正
に
よ
っ
て
2
0
1
5
年
か

ら
従
業
員
50
名
以
上
の
企
業
に
社
員
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
シ
ョ
ッ
ク
」
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。
事
故
、
事
件
、
過
重
労
働
…
。

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
人
の
こ

こ
ろ
は
意
外
に
脆
い
も
の
で
す
。

あ
る
企
業
で
、
入
社
3
年
目
の
男
性
社
員
が
自

殺
し
ま
し
た
。
上
司
の
課
長
は
日
頃
か
ら
彼
を
気

に
か
け
相
談
に
乗
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ

る
朝
、彼
は
出
社
せ
ず
に
首
を
吊
っ
て
し
ま
っ
た
。

課
長
は
警
察
な
ど
か
ら
の
情
報
で
自
殺
の
原
因
が

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
異
性
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
職
場
の
仲
間
た
ち
に
「
彼
の
名
誉
の
た
め
に

口
外
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
」
と
通
達
。
と
こ

ろ
が
そ
の
後
、
次
第
に
課
長
と
社
員
た
ち
の
心
に

溝
が
生
ま
れ
、
部
署
全
体
に
重
苦
し
い
雰
囲
気
が

立
ち
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
危
機
介
入
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門

家
集
団
で
あ
る
『
N
P
O
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス

キ
ュ
ー
協
会
』
に
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

社
員
個
別
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
課
長
を
交
え
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
な

ど
の
研
修
を
実
施
し
て
、
な
ん
と
か
事
態
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
は
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
す
。
惨
事
に
直
面
す
る
と
、
人
は
自
分
を
見

失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
直
後
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト

シ
ョ
ッ
ク
」
状
態
は
時
間
の
経
過
で
薄
ら
ぐ
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
で
も
、
数
か
月
後
に
人
知
れ

ず
こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え
て
し
ま
う
方
が
い
る
。

こ
れ
を
「
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ん
で
、
私

た
ち
は
警
戒
し
て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ク

と
は
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
出
て
く

る
自
責
感
・
不
安
感
・
自
信
の
低
下
な
ど
の
要
素

が
関
連
し
て
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
」で
す
。

こ
の
事
例
で
、
亡
く
な
っ
た
方
は
、
私
た
ち
の

心
理
的
な
分
析
で
は
、
う
つ
状
態
に
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
、
本
人
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況

に
お
け
る
「
う
つ
状
態
」
に
は
、
身
体
に
表
れ
る

症
状
５
つ
と
気
持
ち
に
表
れ
る
症
状
５
つ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
症
状
に
「
死
に
た
い

気
持
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
死
に
た
い
気
持

ち
」
を
抱
え
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
ど
の
よ
う
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
の
か
、
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
の
方
へ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
危
機
的
な
状
況
の
後
の
心
の
ケ
ア
に

は
専
門
家
の
技
量
が
不
可
欠
で
す
。
心
理
特
性
を

し
っ
か
り
理
解
し
、
上
手
に
聴
い
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
話
を
聴
く
我
々
も

ク
ラ
イ
シ
ス
に
陥
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
も

上
手
に
対
処
し
て
い
け
る
こ
と
も
、
専
門
家
が
も

つ
べ
き
技
術
の
ひ
と
つ
で
す
。

弁
護
士
で
も
「
離
婚
に
強
い
弁
護
士
」「
事
故

に
強
い
弁
護
士
」
な
ど
と
、
特
化
し
た
分
野
に
強

い
弁
護
士
が
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
も
同

じ
で
す
。

N
P
O
法
人
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
は
、

設
立
以
来
、今
年
、10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。事
故
、

災
害
、
う
つ
…
人
が
生
活
を
し
て
い
く
な
か
で
陥

る
危
機
的
な
状
況
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
な
危
機
介
入
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
専
門
家
集
団
で
す
。
ま
ず
は
メ
ン
タ
ル

レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
と
い
う
専
門
家
集
団
の
存
在
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
社
員
個
人
の
こ
こ

ろ
を
守
る
こ
と
が
、
会
社
を
、
ひ
い
て
は
社
会
全

体
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
ろ
に
留
め
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
イ
シ
ス・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会 （
著
）

下
園 

壮
太 （
監
修
）

（
2
0
1
8
／
金
剛
出
版
）

メンタルレスキュー協会の３つの基礎講座①危機介
入カウンセリング基礎講座１(メッセージ・コントロー
ル)②危機介入カウンセリング基礎講座２(自殺念慮
対処)③危機介入カウンセリング基礎講座３(惨事対
処)をわかりやすく紹介。緊急性を要する惨事への介
入方法・テクニックを詳しく解説した教本。

CRISIS COUNSELING

予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が 

人
の
こ
こ
ろ
に
与
え
る
影
響

危
機
的
状
況
に
は

専
門
家
と
専
門
技
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寄稿：	NPO法人
	 メンタルレスキュー協会

ご予約 
※先着順〈定員12名〉となります。

お問い合わせ
※メールのみ　

9月・10月に先行リリース!   8/1〜受講の予約受付をスタートします!

【学習時間】 12 時間（3時間 ×4回）　初期研修 2単位認定 /eMC資格更新ポイント48pt 付与
【講師】 NPO法人メンタルレスキュー協会認定MRシニアインストラクター／MRインストラクター

【受講料】 	会員 18,000 円（税別）
	 一般 30,000 円（税別）

※クラスの振替えはできませんのでご了承ください。

×
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キャリアとメンタルの統合的支援を目指し、
個人のスキル向上とネットワーク形成をサポート

EMCAキャリア部会

2018年8月1日、EMCAに「キャリア部会」が誕生します。支援NPOとして、これから
EMCAの目指すメンタルとキャリアの統合的支援の実現に向けた第一歩です。キャリア
支援の知識や技術を身につけ、キャリアコンサルタントとのパイプを作ることで、eMC
会員のさらなるスキル向上とネットワークの拡大に大きく資するものと考えます。

①キャリアコンサルティングのグループ SV
キャリア支援現場の相談ケースのグループスーパービジョン。ケース
提供はキャリア会員の要件を満たす方になりますが、eMC 会員は聴講
可能です。キャリアコンサルティングについて現場のケースから学ぶ
ことができます。2018 年秋リリース、毎月もしくは隔月で開催予定。

②リカレント講師による専門講座
EMCA の認定校であるリカレントメンタルヘルススクールの講師によ
る専門領域の単発講座を提供します。テーマ（予定）キャリア理論を
活用したアプローチ・企業コンサルティング・コミュニケーション・
心理アセスメント・電話カウンセリング・ダイバーシティ支援・産業
社会心理学・組織内キャリア形成など。

③ Grow-Up 講座共催　 
スペシャルゲスト公開セミナー＆映像講座
キャリアや EAP、カウンセリング分野で名著と評価の高い本、注目の
本や論文などの、著者をゲスト講師に迎えた専科の講座。あの名著の
内容が著者から直接ライブで学べるプレミア講座。映像講座としての
リリースも予定しています。2018 年秋より不定期開催予定。

④企業のゲストセミナー
健康経営やダイバーシティ、キャリア形成支援に注力する企業の人事
や関係者をゲストに招いてのセミナーを開催。企業の取り組みから
EAP カウンセラー／キャリアコンサルタントとしての支援のあり方や
業務キャリア形成の可能性を探る学びの機会を提供します。

EMCA キャリア部会のホームページ      www.emca.or.jp/career/
※コンテンツの詳細や開催スケジュールはこちら！

正会員（eMC会員）の方はキャリア部会の提供する多くのサービスを利用できます

発足2018年

8月1日

⑤個人 SV  
キャリア支援現場の相談ケースについてマンツーマンで指導を受けら
れる個人スーパービジョン。（50 分）
2018 年秋より常設予定。遠隔地へのオンライン SV にも対応します。
キャリア会員の要件を満たす方が対象となります。

⑥ EMCA  Cafe　 
キャリア部会員を含む eMC 会員を対象とした交流の場を提供します。
メンタル支援とキャリア支援、支援者同士が交わることで新鮮な刺激
を受けたり、情報交換や意見交換、学び合いや支え合いを通じて、ネッ
トワーク形成・拡張のお手伝いをします。毎月 1 回リカレント新宿に
て開催予定。

⑦ Grow-Up 講座共催   
とことんロールプレイ実践クラス
EMCA 後援の Grow-Up 講座が開催する 1 回ごとの受講が可能なロー
ルプレイクラス。キャリアも EAP も混合で限定 8 名。講師による細
やかな個別指導と仲間とのシェアリングから多角的視点がもらえます。
希望者には映像も撮影・フィードバックをしています。

キャリア会員のメンバー要件
キャリア部会では、以下のようなキャリア関連の有資格者をキャリア
会員として募集します。
・ 国家資格キャリアコンサルタント
・ 旧標準レベルキャリアコンサルタント（CDA など）
・ 国家検定キャリアコンサルティング技能士 1 級・2 級
※上記の資格を保持する eMC 会員の方でもキャリア会員としての新

たな登録は必要ありません

キャリア部会創設の意義
①キャリア領域の学びにふれたり、キャリアコンサルタント

と交流することで知識やスキルの引き出しが増え、支援の
幅が大きく広がります。

② EAP カウンセラーは、働く人々の生産性やメンタルヘル
スの向上に寄与する使命があります。働くことや生き方を
サポートするキャリア支援は、まさしく EAP カウンセラー
として必須の活動領域のひとつです。

③ EAP という枠組みを超えて、他の専門職と連携・協働す
ることで、重要なネットワークの形成や、カウンセラーと
して・個人としての自己成長が望めます。

Contents

キャリア部会の活動内容
・ メンタルとキャリアの統合的支援に役立つさまざまな学びの機会を提供し

ます。
・ 支援者としてのネットワーク形成に資する交流の場を提供します。
・ 専門性を活かした支援活動を実践していきます。

eMC 会員の皆様が外部で行っているカウンセリングや相談業務に対して、
RMC（リカレントメンタルヘルスセンター）で個人スーパービジョンを受けることができます。
扱いの対象としては、eMC の活動領域である「企業・教育・地域」の領域となります。

【扱いケースの例】
■人事労務など内部 EAP としての職場のメンタル不調者

やキャリア関連の相談ケース

■職場の部下や同僚から受けている相談ごと

■外部 EAP として個人や経営者から受けている相談ケース

■従業員から家族について悩んでいるという相談ケース

■学校などの教育機関で受けている相談ケース

【時　間】	 １案件につき 50 分
【会　場】	 RMC（リカレント新宿内）もしくは Skype などのオンラ

イン対応も可能　※今秋より RMC 名古屋オープン予定
【担当 SV】	リカレント EAP 講師や外部専門家など複数で指名可能
【開催日】 	SV によりスケジュールが異なります。お問い合わせください。
【必要資料】	 SV 資料・逐語など（SV と要相談）
【料　金】	 6,480 円　（事前振込み）
※ SV とバイジーとのみの個別 SV です。聴講はございません。

SV 受付可能なスケジュールは EMCA ホームページで確認・予約もこちら

http://www.emca.or.jp/emcmember/person/

RMC 個人 SV（スーパービジョン）リスタート！

CP 第 11 期（6 ～ 8 月）は聴講がまだ可能です！ 
eMC 有資格者が EAP 講座の修了生や受講生にインターンカウンセラーとして、カウンセリングを行う CP。カウンセラー
としてだけでなく聴講者としてグループ SV に参加、他者のケースから学ぶこともできる貴重な実践力アップの学習機会
です。現在 CP11 期はまだ聴講できるグループ SV があります。次期の CP12 期（10 月～ 12 月）のインターン募集は
7 月末よりスタートします。次期よりついに名古屋でも導入されます ! 詳細は EMCA メルマガにてご案内いたします。

CP11 期のグループ SV 聴講スケジュールは EMCA ホームページで確認・申込もこちら

http://www.emca.or.jp/emcmember/sv/

RMC グループ SV　CP（カウンセリング・プラクティカム）

info@emca.or.jp

2018 年 4 月より EMCA 事務局より月に 2 回ほどメールマガジンを配信しています。会員の
皆さんの自己研鑽の機会の提供や活動サポートに関する情報、EAP 業界のトピックスなど、
お届けしています。もしも「EMCA メルマガが届いていない」という方は、ぜひ事務局まで
ご一報ください。

EMCA メルマガ配信中

新宿区に所在地のある NPO の活動拠点である「新宿 NPO 協動推進センター」。この度 EMCA は認定団体となり、会議室
などの施設が格安で利用できるようになりました。また、「新宿 NPO ネットワーク協議会」にも参加、地域の区民を対象と
した市民講座やイベントの開催、新宿区の中小企業とのコラボレーションプログラムなどの参加もできるようになりました。
会員の皆さんの自主的な勉強会に施設を利用したり、今後、メンタルヘルスの市民講座やお話を聴くサロンなど、企画して
います。ぜひ地域支援活動に積極的にご参加、ご協力ください！

新宿NPO協動推進センターの認定団体となりました！

新宿 NPO 協動推進センター  http://snponet.net/
施設利用は EMCA 担当窓口を通じて予約ください。 nakagawa@emca.or.jp 

〈近日オープン予定〉
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0120-67-2048 電話
受付 リカレントキャリアデザインスクール 検 索

新宿 銀座 横浜 名古屋
池袋 東京 町田 大阪梅田

資料請求
セミナー予約

受付中

月～金 10:00~21:30
土日祝 10:00~18:30

国家資格の最新情報や、学費の最大70％が戻ってくる教育訓練給付金制度（専門実践）の手続きの
仕方、EAPカウンセラーがキャリアのスキルを習得するメリットなども詳しくわかります。

メンタル不調者の支援に
「キャリアの知識」と

「スキル」は役立ちます。

私は、精神保健福祉士の資格を取得した後、
産業領域で支援をしていきたいと考え、キャ
リアコンサルタントの資格も取得しました。産
業領域でキャリアを積む場合、メンタルヘル
スの知識やスキルだけではなく、キャリアの知
識やスキルも活かしてクライエントを支援し
ていくことは、必要不可欠であると思います。

現在、私は精神科・メンタルクリニックで復
職支援（リワーク）の運営責任者を担ってい
ます。リワークとは「return to work」の略
です。復職支援（リワーク）の現場では、休職
者がスムーズに職場に復帰できるように
様々な支援を行います。中でも休職者とのカ
ウンセリングは大事な支援の一つです。

そこで日々実感しているのは、メンタル不調の
方のカウンセリングをする場合、クライエント
の満足度をより高めるのに必要なのは、メン
タルのスキルに加え、キャリアコンサルティン
グの知識とスキルを習得していることです。
休職者は目の前の復職だけではなく、その
先の職業生活に対して強い不安を抱えてい
ます。
うつ病になってしまうと、決断力、注意力、判
断力などが衰える傾向にあり、将来も消極的
な展望になりがちです。中長期的なプランも
描きにくくなってしまいます。
休職者がキャリアを軸として、人生観、価値
観、仕事観、家族観などをどのようにとらえ、イ
キイキとした人生を送っていくのか。休職者と

一緒に向き合い、休職者が自分の人生を見直
し、納得できる再スタートを切っていくための
支援やキャリア構築もサポートしていきます。
キャリアの知識やスキルがあるとキャリア構築
のサポートもスムーズにできます。
また、休職という出来事を人生の「転機」とし
て求職者がとらえていくことで、休職が人生に
とって意味のある「人生の再設計の場」となる
こともあります。

「転機」を乗り越えていくためのノウハウを体
系化したシュロスバーグのキャリア理論も復
職支援の現場では役立つケースが多いです。
ぜひ皆様も、メンタルヘルス＆キャリアの知識
とスキルを融合させることで、支援の幅を広
げていってください。

リカレントメンタルヘルススクール
リーダー講師

クライエントの満足度を上げる
キャリアコンサルティングのスキルと理論

野間 貴大 先生

キャリアコンサルタント国家資格説明会、個別相談会 開催中

お電話またはWebサイトよりご予約を。参加費無料

精神保健福祉士、キャリアコンサ
ルタント、EAPメンタルヘルスカ
ウンセラー。
精神科・メンタルクリニックで復
職支援（リワーク）の運営責任者
を担っている。ストレスマネジメン
トやSSTのスペシャリスト。また、
コミュニケーションに苦手意識を
もつ人向けのコーチングや、婚活
セミナーなど心理学を活かした
講義などを幅広く行っている。

リカレントの講師インタビュー 第3回PICK UP REPORT

精神保健福祉士の資格を取得後、キャリアコンサルタントの資格も取得し
復職支援（リワーク）の現場で、二つの資格を活かしている

野間貴大先生にお話を聞かせていただきました。

広告

EAP Mental health Counseling Association


